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研究成果の概要： 

本研究では、牡蠣トレーサビリティ・システム導入プロジェクトの多くで、導入期間が長期

化したり、経済的・人的問題が発生したことにより導入途中で目的を達成することなく頓挫す

るケースが発生していることから、牡蠣トレーサビリティ・システム導入方法論を構築した。

本方法論は、今後牡蠣トレーサビリティ・システムの導入を進める企業にとって有効なリファ

レンスモデルとなりうる。本方法論を参考に企業の現状の姿から企業の達成目標や組織構成、

導入予算等の制約条件を考慮しつつ、企業のあるべき姿を作成することが容易になると考える。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,700,000 0 1,700,000 

2008 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,200,000 450,000 3,650,000 

 
研究分野：経営学 
科研費の分科・細目：経営学・経営学 
キーワード：トレーサビリティ、トレーサビリティ・システム、システム導入、方法論、業務

改革、インタビュー調査 
 
１．研究開始当初の背景 

牛海綿状脳症感染牛の発見、食品の偽装表
示、そして無登録農薬の使用と相次ぐ食品事
故で消費者の食の安全性への信頼は大きく
揺らいでいる。生産・加工・流通・販売の各
段階で食品の安全性確保対策の充実・強化が
求められている。このような中で、生産者と
消費者の顔の見える関係を構築し、万一食品
事故が発生した場合に当該商品を迅速に回
収し、またその原因究明を容易にするトレー
サビリティ・システムの導入事例が急増して
いる。世界的に牡蠣養殖で有名な宮城県石巻

地域においても平成 14 年に一部の牡蠣パッ
ク加工業者が韓国産牡蠣を宮城産と偽った
り、産地を無表示にし販売した韓国産牡蠣混
入（偽装）事件が発生した。この事件を契機
に「宮城県生かきトレーサビリティ情報シス
テム」（以下、牡蠣トレーサビリティ・シス
テムと記す）が社団法人食品研究センターと
農林水産省の支援を受け導入されている。同
システムは、世界初の牡蠣に適用したトレー
サビリティ・システムで、産地等表示の信頼
性の回復および衛生検査を補うリスク対策
のために導入された国内外から大変注目さ



れているシステムである。このシステムは牡
蠣に関する詳細な信頼情報を消費者に提供
できるとともに、事故発生時の原因究明や問
題の食品を迅速に回収することができるな
どの効果がもたらされている。しかしながら、
牡蠣トレーサビリティ・システム導入プロジ
ェクトの多くで、導入期間が長期化したり、
経済的・人的問題が発生したことにより導入
途中で目的を達成することなく頓挫するケ
ースが発生している。これは牡蠣トレーサビ
リティ・システムに限った問題ではない。例
えば消費者が携帯電話を使い店頭で豚肉の
生産管理状況を検索できるシステムを導入
した「山形県豚肉トレーサビリティ協議会」
（山形市）は 2004 年に補助金の交付を受け
バーコード認証システムやラベルの発行装
置を購入したが、商品の多様化にシステムが
対応できないことが判明し 2005 年 3 月に使
用を中止し、補助金を返還することになった。
また、ワサビの生産、加工業者らでつくる「金
印グループトレーサビリティ導入委員会」
（東京）は 2004 年に補助金を受けたがソフ
ト開発がうまくいかず事業を中止し、2006 年
7 月に補助金全額を返還した。さらに、コメ
の生産履歴管理を目指した「安心フードネッ
ト協議会」（東京）も、コスト負担の問題で
計画が立ちゆかなくなり、2004 年に補助金を
返還したことなどが挙げられる。このように
トレーサビリティ・システム導入プロジェク
トが失敗に終るケースが多いため、そのリス
クを回避し、導入プロジェクトを成功に導く
ことがトレーサビリティ・システム導入企業
（ユーザー企業）の最重要課題となっている。 

現行の牡蠣トレーサビリティ・システム導
入プロジェクトで早急に解決すべき問題は、
トレーサビリティ・システム導入方法論を構
築することであり、これによりシステム運用
以前に頓挫するケースを未然に防ぐことが
可能であること、さらにはプロジェクトその
ものを成功に導くことが可能となる。 
 
２．研究の目的 
国内におけるトレーサビリティ研究にお

い て は 、 物 体 の 識 別 に 利 用 さ れ る IC
（Integrated Circuit）タグの製造費用を安
価にするための技術や規格標準化に関する
議論が盛んであるが、実際の現場ではそのよ
うな高度な情報通信技術を活用したトレー
サビリティ・システムを導入できる段階に至
っていない。既存のトレーサビリティ・シス
テム導入プロジェクトで早急に解決すべき
問題は、トレーサビリティ・システム導入方
法論の問題であり、トレーサビリティ・シス
テム導入プロジェクトにおけるユーザー企
業の役割は従来のカスタムメイドによるシ
ステム構築時以上に重要になっている。しか
しながら、トレーサビリティ・システムに関

わるシステム・ベンダー、システム・インテ
グレーション企業、コンサルティング企業な
どのパートナー企業により提唱されている
トレーサビリティ・システム導入方法論は、
各社で重点を置いている段階が異なってお
り、各方法論間で互換性がない。同じ概念で
も異なる作業内容を示していたり、逆に同じ
作業内容でも違う概念で定義されている。こ
のことがトレーサビリティ・システム導入方
法論間に継ぎ目によるズレを生じさせてい
る。したがって、パートナー企業の視点から
ではなく、ユーザー企業の視点から、且つ導
入プロジェクトの推進手順を網羅した包括
的牡蠣トレーサビリティ・システム導入方法
論を確立することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
2007 年度は、まず始めに本研究の基本的な

方針および牡蠣トレーサビリティ・システム
導入方法論の構築にあたっての具体的なア
プローチについて確認した後、導入方法論に
ついてトレーサビリティ・システム導入事例
および情報システム構築事例を取り扱った
文献を調査し、基礎知識の集約を図った。次
に関係事業者に対し予備調査を行い、牡蠣ト
レーサビリティ・システムに関する客観的な
知見を得た。さらにトレーサビリティ・シス
テム導入方法論について各種関連企業を訪
問し、ヒアリング調査を行った。同時に地元
牡蠣パック加工業者についてもすでに牡蠣
トレーサビリティ・システム導入済みの企業
に対して導入方法論をヒアリングにより調
査した。 
また、2008 年度は前年度の結果を踏まえ、

実際に牡蠣トレーサビリティ・システムの導
入方法論を構築することが目的であった。ユ
ーザー企業主導で包括的な牡蠣トレーサビ
リティ・システムの導入方法論について提言
し、各種論文や国内外の学会にて発表した。
企業の一助となるべく、パッケージやパート
ナー企業の一方的な導入アプローチに依存
しないユーザー主導で、尚且つ全作業手順を
網羅した包括的牡蠣トレーサビリティ・シス
テムの導入方法論を構築した。 
 
４．研究成果 
2007 年度の研究成果は以下のとおりであ

る。（1）導入方法論についてトレーサビリテ
ィ・システム導入事例および情報システム構
築事例を取り扱った文献を調査し、基礎知識
の集約を図った。（2）関係事業者に対し予備
調査を行い、牡蠣トレーサビリティ・システ
ムに関する客観的な知見を得た。（3）すでに
牡蠣トレーサビリティ・システム導入済みの
地元牡蠣パック加工業者に対して導入方法
論をヒアリングにより調査した。 
また、2008 年度の研究成果は以下のとおり



である。（1）昨年度に続きトレーサビリテ
ィ・システム導入方法論についてシステム・
ベンダーなど牡蠣パック加工業者のパート
ナー企業を訪問し、ヒアリング調査を行った。
（2）同時に地元牡蠣パック加工業者につい
てもすでに牡蠣トレーサビリティ・システム
導入済みの企業に対して導入方法論をヒア
リングにより調査した。（3）導入方法論の正
当 性 お よ び 有 効 性 を 検 証 し 、 IDEF
（Integration DEFinition）0 による牡蠣ト
レーサビリティ・システム導入方法論を構築
した。IDEF0 により、同システムを導入する
企業にとって必要不可欠な活動とその活動
を実行するために必要な様々な情報を表現
することで、これまで詳細化されていなかっ
た導入手順をより現実的で詳細に表現でき
た。本研究で構築した方法論は、今後牡蠣ト
レーサビリティ・システムの導入を進める企
業にとって有効なリファレンスモデルとな
りうる。本導入手順を参考に企業の現状の姿
（AS-ISモデル）から企業の達成目標や組織
構成、導入予算等の制約条件を考慮しつつ、
企業のあるべき姿（TO-BEモデル）を作成す
ることが容易になると考える。 
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